
クラフト紙筒懸吊試巌法による高安全度

爆薬の安全度試験
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吉m正 亦朋肘 f:.L-1中雅夫 ･絵本栄 r･辺雅行
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川 儲 iil

さきに純 一,においく｢タヲフ順 流･=上る断 Ijt

鰍 ｣について述べ,雌 母野･二村する安全荘紬 の

蛇帆甘粕怨したか.その技･杜仲の布袋金曜媒狐 こつ

いて黙除セrrlたので,これ･=ついて析 する.

ここでiIIホ安食虻建学とは,換廷脚 気のガスおよ

･J柁しん.こ†け るE3氏只故で･gr-g羽 状 一士{=.土

Fく苛iiヒ0>安全度帥 すると75えられるは顎をJ托 す

るものてあろカニ.900J;とL･つTニケ屯のは繋セmいて

T,･ 二とは,E巴の馳 ･大てあ｡,又口元b･らの賀

r,W･著しく招くなり.こilの引火･二村する影相 も考

･YらtLる｡そLLらの如 ､らg･王しカら-Tと考え･現在

て.まもXW Tで雛 を行っているた^･1m ･二札 S

iffSL:し.･=ものとla等の安食的 rけ ち性別 すべて

g 含LI亡している･-1J.近妄;鉄か 琵仰 実力1

3QL･L=つれて,安食蹄 の見炒 ち,前賢全脚 部の

1T字もホまってお｡J G更生FEであることfz>-I;す尺変

としての雑 法箭即 )必姐 Ii!W されている･

芯tE食止の紳 法には上述のPRnから稚えても･現

在の正起軌 こよる6鵬 よりb少兄で行い吋ろ･よ

｡政即iytth汝鳩 めろべき必lu '･あろ･現在までの

この6Lの仲 方法としてl三･沸排日抱に上るもの･日

払 姐 は■こ上るもの噂h･･bI)･獅 E]馳 用いる齢

i.,ト迅棚 によろもの･火脚 に上るもの･angle

nlOTta= ho憎 等艶々の方藍止.外用で行われ Rb唱

でi)さかんに研究され- ろ一二iLbの職 工夫々の

T3色W ･Lているb･･･鮎 lかJLb脚 であるとの法会
[二王だIL～.勤 .･83の益安食甜 菜･=句しての士とき
つ'ニBt枠較tlが･たい｡

我 .々i,との僻 を故甜 法文.上紙竺米継 と

すべきか6･故買十ろにふ その記･こtづ･争細 石

iL;.=上ろh>く7)紳 締 ､･･比投肺 してp-ろこと

ェ苛 Lt笹よF ~ヽoIEL＼01

が望れ いと考えている｡そこて次/IはクタフI拭缶

を用い!=/,汝でタ巧叛やJ_,泣伏したいと考えて畑 l-,

1-rつた.

クラフト推冊.=上るガ席拭tyは =について(工.何

軒 において,Ft&鯛 ･クラブ鳩 朋 川のZIFIl･

ゴゝ上び甥鵜例から.(1)反対色爆軌 Fb批山燥型･こよ

る屯は1,法で,i.相 接型上M l火qLlまホい｡(2)紙

筒の好さ:1.2,1･6･8mm と変化させf=挺阿･(･は好き

の那 二つLtて引火も 工下る∴ 3)鰍 ･ら担軒のU

まで0)空脚 のJi事･二つ･てL三･正丘姓鼓'u 卯 ノ

かで ･_心 .カ･.比吋雌 {･は産#の相加につれてgl

火-qニ上井すろ. (たt=し旺宗徒用してき'=鮎 ･工具

さ85州 一拍 ろため･Lli=のた りを SumJ'Lヒといつ

{=班 女ともことb･･出芯ILかつ{=Dで,こtt.i一正そ

のE現内でのfA屯<ある).(ち)超任の′3､たるものLニ

引火串か江い.こと恥 述べ比論として･刊仰 なT4

鼓の削 三クラフト紬 の任那 y:.まjBeらLt.即 l

継 .〟-改JW と考え柑ること･,1丑 姓軌 EL維

El盟o)t.づ九のJJE･こ上るとしてb･2ccだ前姥の7-

爪で-(.･うことセロ跡 こしてrrきたいこと等JLのへた1

今回の畑 .こiiL.てbこの上う1;巧U HLZS水として

行った

11 bE斡 要 領

卵 の畑 .こilいて一三･タラ= 紳 [=上る坑山FAz

#馳 立件として･日払声嚇 ･沈姐外朗 (クラフト

較苗.こ脚 し,ロ抱と閉じ位tカlら接畑 中のガスLI

ALちiiむJ,臥 半円タラ7ト較65に よろ鮒 雑 ･

弟雌 ,_/辻牧肺 +ろ為に行って肋 が,村 外

若鮎 汀 の紳 ･こついてZ+-･稚 方法肺 の8的に対

して来(=浦足すべき成長七郎 に至らず･卿 机

tlかで.桝 J,a-･二速していない｡こ･･tらについての

蛸 榊 】.ニ今Eか輝 男九四として考えている.従って

木耶 .iタラ7順 良･こ上る坑道棚 船 軸 と放牧の

九.こ行った己枯拝輸.二つ･､ての人事捨 する

16
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拭枚方鼓の冊 は,酌和と同荻で,当棚 の粍土

ケ谷突放所のA!発祥扱坑道を用い,Eqlに於すごとく

中心に坑渚lこ平行に射崩した｡印-頬発表には 9±C3

,..'のノク'/型式iH公物を/入れその中で起爆した｡使用

した/タソガ7111大多¥の天然ガスである｡ 2官.三ク

ラフト於福への恥 式である｡

臼砲耗除は鞄屋の長さ 6C̀:m,他 55mmの良い臼

砲七位即し.他の条件は同じであるが,クラフト紙荷

は抗池内で枕氾に3T'rrに懸吊したcDに対し,臼砲の域

合は坑述外にて比通知に 30の角艦1/もっていろrrfに

匹かではあるが鎧がある.

脚 11魯ノーカより丑供尻った｡市資金蛙とい

れ九るもの 11-Jの首領で.このうち /ト FはEqS

タイプの願 .CFII Eヱ安全帯筋付胤 である｡こ

の芯案は検定占00 F;合格の侵襲である.他 こ比硬のた

め使用した17-1)I/I如上び相捷はいづItもdCOg合

LglのIr1..である｡

E:鞄納 ま'&.くから食間で故EW ､として床用さ

れてきているh.,それにもかかわらず.この也の安全

鵬 には今武多くの関野がl強さTL.ていろ..W ,湿
皮,爆発の帥 変化,そのf5頓々のBI子が用TLに作用

折 1 8 1

しており.取成変化の脚 は策外少く,汲LKは脚 が

可成 り大きいといった松圧のことIJ挿政帆にもわかっ

ているが.故学的に繍止する松のアークは和しておら

ず.又糸けな-妃にするJJ法もとり柑ないため.丘硯

に常にある稚歴の,;チッキは不可抗力である.今5)の

実汝についても前カ月の経机 こ滞って行ったため,i旦

G,湿衣も大仙 こJこラツやせ戻しており,稚 樟 果 ､

後述のEE′は同じ際 にもかかわらず 50gはとの歪

がある上うに,.クツ中を/7.していろ.坑道8!には食41
時のtL子か附丁脊しており.iSj締りの伎噂には水講か-

Liトについているよ)な紙 にT=るh,これは正史缶

の反払 -TBrJこ上る坑逆聖での引火を阻簿するものと

怒わtt.湿肝ZtqEのようた敢将には盛はJtlLいかE事

Ei極めて大きい｡この戊たことを川来ろ放り緑くため

に.舶 l始の前に別に7才灘包の怒爪によって引火を

させるといつlJ)淡など1_/lf7いていろが.それて1,g.

分彰革は投っている｡

実旗手控の一つの力まとして芙四g)文武tI】1_/参考 と

した UpnJlddtMnmCLhodを謂Jllした｡この爽取

成は茄 l粥のとhウである｡我Jzの鋲払 こ上ると,例

えは周一欝ほの釈放においても.放初のElはゐんと引

火しないのに.肌の日に-阿引火かわころと次Jrと引

火を拭けるといつたことは和ではなく.lr-Pの何8(

T1-に墳FLU朗 Sたぎること和なし.138分があI),lJ:やまき

1L,-Jことが多かった｡繊 既は矧 こ明らかに細向せ,7,-

しておr),150gの3EFilの不引火はすべてLCOsの不引

火攻の Upの格合におこ9.100 FEの2回の引火は達

にdo､川 の助合におこつていろ.他の例もこLt程紐

でTLいとしてもやはりこの頗な棚rn 上十分鋭めらrL

る｡この方放せ採用することに上り.不引瓜は必ず引

火韓に行った鈷狐のJ'【でこれを恥 ここのf!政だけで畝

rul又は10同相 して不引火由とすろ牧舎よりも度損な

榔 典であると且 う｡この UphrtLhlollrLmethod

については空に研究すべき瓜があろとしても,ただ事

7t
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第 2喪 失 敷 地 果

坊二池内仙川.正也はて一 一 忘恥ら鶏誓～三…ヾTL"(‖川L,墾1)10回
iio二姐1｣ 虜 誓'6TmF:I

二二 -･-,･l: Q3■82t慧ヲy1.9-エ7m-
A]として托JflL.(見11が,この力かデータの(確 l如 It タイプと安全壱蘭は伽 である.

大である 伯ずる｡したがって歌小三なるべくこの方

汲む用いRt片するようにした｡

】江 実 数 結 果

31 クラ7 ト紙筒留鳥の正光払型r=よる東浜結果

Jl:血捗犯の災翰鈷jJ王は妨 2秒 こ示す｡口元の空7FuF願

雌の脚 は正瓜燥掛 こおいては米だ桝nILL.ではないが,

従来L史川してきた郎7n5が長 さ 85cm で込物が 20cm が

必顎である1.,桝 こ,この133介の上'=こ班!花栄鬼が多く

430g も教IJtすることになると1Ck.TTLLかとることが

山楽ない｡従って何一兵作にす るために.lCOg又は

H25g策匁の2本,又は3水についても1Ccmにした

舛輸i,行った,この少から見ると,脚 撃の均合に

は 225g前掛 こ不引火舟があり,石蟹全妊僻 のfI硝
タイ.B胡ダイでは.ノl溺ダイが五mm′､イブで 1回
の引火がTlらjtたがL,連に～すい imm パイプで5回

不引火{･あったことから,このデータのf和 睦は少く

｣.TiのnRに勤 ;あると.Lt凹められないと思 う.これ

以上の誰jtでの粕 は_パイ7'の長いものせF凱 たゝい以

上不可於であり,きた先に述べたような安々の考えか

らこ̂ 以上兼JLを増加させることはあまり好ましくた

いことから.瓦貸金収建策にELPする較り,正た牌 に

ころ東熊.rま不着当であるとの粉為に蓮した｡沖1F<いハ

イプセ用いて口元塑T;Cを上りJ丸上増加させた頓合につ

いて!ま別に的 な決めて架政をする予定である｡

3･2 クラ7 ト接衝思轟の反対銭tl型による実験結果

反対起髄 では2∞ g机伐でとの兎Blに大体合鼓し
た成折が待ちれた｡条件は全て同一で,粗 -ち耗缶

第3表 IiAEJi払果

坑古内せhll,反対屯iy,統梓のlすさ 6mm 米功から

L)ヽ tで.I)ElJr n-711

｢∴-~丁~~~｢-.



第4我 火 故 地 !Iと

坑iK巾老崩.反対虫W.8t筒の仰さ 6mm.兼特から

口売tでの拒■ 3Ccm

=i∴ m (叫 .JS l1 .. .50 2-A, =5｡
【1 ▼

Cl 17 672ユ
C

(1∞)(133)(190)(255)

= 二通遥
02 38 6= 11

(HS)(217)(_冗)(≡ce)

珪 罪かま石英の弟tも示し.( )内.三安善を･告わた

ttlL示す.

l

@ 4CII,I の 3頂はEJJ:旧L]爆発で.この粗 描g!ほ群

ヰ穀h上V'E

i7H=示す｡これらED芯発は6COg検定分捕の

脈 で,策 包 Ⅰ水当 りの策鬼は LCOg,発tZ,は29m111である.安掛 土l鰍 としての外倭 は 32mrn,質

野のTr(丘は 1-6当り

.G,IIが33t;,Iが45gで,Cは脚面のみが喋相和におおbit

ているが,JJ,Il土民和も完全に肝ほれている

｡第 5喪 舛 t

t蛤 黙坑丈i内港tr),反対

塩は.耗筒のJFさ 6mm,兵端から口元までの再三4

3ccm78 BO lCO lt25lt50)78禰 安 堵 兵

12め-1)･JI O,3 l3.｡宮 ;巨打5胡お

ヱひ【ヨさは参考のため,宇もとにあった預貸願 ,カーlJァI一二つい

て行った粟奴の.q黒であち,又安全伝建策による鈷茄は500g

でさ臥 6GOsで 19 l

ド IIJLL-LIIETJt+ tl>l
q 5!同いつ九も不引火で

あった.上しとの 3つの芯からは打ち.こ茂男と決めるこ

とは初筆猷讃ない.那.I-'J-AJのbl句S･!2

めることは出コ集る.EqS Pイ-/の!J顎は 】∝-L

50S に不引火点.25C-3のsLこ完熟 ■li/甘す

る-S;2)屯PE内に含まれており,同等の崇全蚊L,f

lしていると考えらILる.E,E'はraじま鯨 であるが不

引火･りも完EafYも50gの投がある｡これは上述のと

おり多くの囚1-Tに上ることが考えられ,

この1.1変の-ラツ十は王タらしいことではない.この例

の)-L､ナことからも.棚 の5枚方Ⅰの頒世の比較を云/rTることは不可G5であろ｡カープの頼弓削ま

大体同じであるが.L●はやや伺引している｡

Cは班かではある繋rh-1払いので,こIlがL
ECt凶したものれ あるいは伽燃の托瓜であるかは不

IVlである.奨≦tXの形容は有:托してLIJ),細

いほと引火しにくいことは以mの研究から考えられるが

,-7)こItに丘比例して淋RがLliくなるたわの榊

も=孝えらh,FP紐fE牧村をする必闇もあり

,今技抜け{行きたいと増えている.安宅引寸はつ浴3印の)

ちでは_Cが商い引火輔を沃しているが,芯紫の政カも一哉頚く.支
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Eg 6って,信面に祇抗の

ある吠圧にあ1),収用月仇.旺用弘 こもおのづからむ '･

あるべきものて.そ11らJ_/併せた上で故71すべき

もので.この上)f=-W の欠餅紫から両所のtt第

女給ずることは勿浪不可偽であるが光来丘わ 戚蚊の九に

ついて見ても.閃-Pfの鎧は舛鰍登の紺 で藍があ,3とuめるこ

とは出来lJ.い｡しかしいづ九も6a)i:合

縄の棚 .カーリ1ト等のグルー-/と比較十九は明らか

に荒しL不引火Jtを77;しており高安全昏頓項こして

ある施電内の安全grのグJ･･-プに含まれ持ちとい

とる.313 日屯RtIによる実戦措果参考のため

にT)爆*について白組畑 と行ったh',この比系は

斬るi:JL流す｡坪群のZ氾旅で他の僻 については行っていないがD換

弟b.｣,B等とr和雄の賢全圧も有するものてある.

群 6若 紫

k 括 Jl臼砲.7L具 6C<m,反対七i事iiiS! 日棚 とW #冊印 漁とのWに.王明らカl二役があ

るれ 白地に1る引火は殆んと耶 向の因-T'ニtるの'こ

対し{.抗:ig内鮒 の節 会.二は統方向の囚丁か大きく作用している点に著しい打点IfTfしている｡こ

の内溝との勾連なまわるために.クラフト転帯こ較襲..

て臼砲の也垂と同じ位 鼓に磨凧して光DTTる筑遭

外野t7-と称する161払 こついても確段を鎮めたカ●,

検討/)負伽 IL可成りあろため,今軽の抑 lこけづっ

た ｡34 日本油随K.X.武暮工場におLl古来牧括

果上紀の蛾 に先だって.

一寸7年放.E嬢 泡貫き狂旦工租

で,阿d:のは荒潮 を捷用し':蛾 J_/行った,?で.その反跳を参考のためにiQげる.赦 :こ使

用し'=拭

脚 は当拝耽折の筑道よりたJ/1小感で.畑尭墓のfi2Z2.u

l1t,点 き270mである.その弊扱結果■ま碗 ㌻茨に-'T;す｡罰のうち一位恕応不引火士は日東三池汚

KK7)染常に上るものである｡棚 は3∝)I:でも不引火{･あったが.二.･1
.三当然手策Jlに(封付した忠の石弓だ全雌 とまR

用EL折から考えても同一グJ一一 プとして求扱うべきものて.三たく▲

安全窄■こも粥匠に藍があるこ とは考えらztる卿 .輸 ここの上)な繁吊粕 において

i三btigの伍の監込が･))火率に大きく榊 すること.三羽らか.ニ

知られていることで.当所の脚 による糟 と

Tq:娘比枚することは出来ないh',この成はか

ら2COgだ1校で失政を行い得る確信を



タラ7I輯持た席茨Jr上に上る茶安全支'事兼の安土王** 1m

型 ミ不適当で反宍I血1糠 が昏まい.こと｡(2)蝶驚け 放伐.こ㌍鞍を妃的Lで ､ただ.､た舟火北畠杜に謝遭

は薫に.上避e,貨髭の桝 の影穿噂に故討すべき7!W'･ を炎しまIT｡

方ろh-..安宅付脈 と E(IS邪 との肝iこも鎧.王認

めらZLず.いづttも6COg程壁の正常の炭蕊埠 (_この
文 相

T.F.こ.三択胞 こ塵の溜めらJl,る詫安全だ7ループとflJ;L I) エ顎九顎堤9-比はtF4号 p _野

村られる範員内.こ含まれるとい)指や主な43た｡ 2) 5-Et't) lrL ＼T■neI EミeSe:lr'h Elt.lb]■shment

性の二三の73盤.こついて ま今枝研究を進めて行L.>+= R…ELr'LIR叩Orl＼0 4'(･952)p li,

い)

GallcrytestolsiLLerltl‖11ItgOXPlnsl､IeSL･hzLrl;a(I
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